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令和２年度第２回三沢市中小企業振興会議議事録 

 

１．開催日時  令和２年１２月１６日（水） １４時００分～１６時１０分 

 

２．開催場所  三沢市役所 本館４階 大会議室 

 

３．出 席 者   前田会長、月舘副会長、新井山委員、附田委員、片山委員 

中村委員、村松委員、田村（修）委員、花田委員 

稲川委員、野村委員、久保委員、保坂委員 

 

４．欠 席 者   笹委員、田村（正）委員、中下委員 

 

５．事務局出席者   長根産業観光課長、中村産業観光課長補佐、古舘産業支援係

長、山内主査、星主事 

 

６．開催概要 

◎第２回振興会議 

⑴ 開 会 

⑵ 議 事 

・議長は、規則第４条第１項の規定により、前田会長が務めた。 

・事務局より下記案件について、資料に基づき、内容等について説明した。 

    案件１ 意見票のとりまとめ結果について 

    案件２（その１）三沢市の現状分析（人口分析・産業分析）について 

       （その２）三沢市の現状分析（市の取組み）について 

  質疑応答 

⑶ 閉 会 
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７．会議概要 

（１）案件１、２について 

発 言 者 内  容 

前 田 会 長 本日の案件⑴ 意見票のとりまとめ結果について、事務

局より説明願いたい。 

事 務 局 （案件⑴について説明） 

前 田 会 長 ありがとうございました。 

では、資意見票の説明を、稲川委員から順次お願いしま

す。 

稲 川 委 員  今回「相互扶助」ということで書かせていただいた。今

回の感染症の影響により、仕事が激減して悩んでいる

方々が周りにたくさん見受けられる。業種が違えど職を

失った方々を、中小企業間で行き来して支援できるシス

テムを確立できないものかと考えていた。 

新型コロナウイルスに関しても１００年に一度の疫病と

言われているが、１００年前にスペイン風邪が流行った

ときも、元の生活に戻るまで約２年の月日がかかってい

る。今回の新型コロナウイルスも、おそらく収束するま

でにあともう１年くらいかかるのではないか言われてお

り、強い脅威を感じている。 

今回のこの感染症の影響を受ける前には、月に何度も開

催されていた会議、総会、寄り合い等も、今年はすべて

中止となってしまった。パソコンの画面上では意見交換

等できているかもしれないが、やはり物理的に人と実際

に会って情報交換をする場が減ってしまい、人と人との

繋がりが希薄になってしまったようにこの１年感じてい

た。 

もちろん新型コロナウイルスに感染することが１番怖い

ことであるが、生活様式に関する文化的な危機に今直面

していると思っている。 

そんな今、人の繋がり・地域の繋がりを絶やさないよう

に、それこそこの中小企業振興会議からの発案により、

地域内で互いに支え合い、１日でも早く元通りになるき
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っかけになればと思い発案した。 

月 舘 委 員 中小企業振興会議において、雇用確保というのがいつも

問題視されてきた。特に、地方が如実に直面している人

口減少というのをまずもって念頭に置くべきである。さ

らには今般の、収束の見込みが立たない新型コロナウイ

ルスの感染拡大は、まさに中小企業振興という面からも

逆行した状況にある。いわゆる大きな逆境の中で、まず

はこれまで実施してきた中小企業振興会議で提言させて

いただいた施策がどの程度の効果があるのか、この会議

を通じて検証するべき。その検証した結果を捉えて、ま

た新型コロナウイルスの影響も含めて考えて、どういっ

たものがより効果があるのかということの早期検証が必

要であるという意見・提案である。 

久 保 委 員 短期的に行うべきこと、長期間行うべきことを分けて取

り組んでいくというのが大事である。中学校の生徒たち

が自分で考えて行動を起こしたということを挙げた。新

入社員が入ったことに関し色々問題はあるとは思われる

が、「考えて行動できる人」が各企業でほしいのだと思わ

れる。小学校中学校、幼稚園からでもよいかもしれない

が、教育という部分を、三沢市ならではの施策としてや

っていくことはできないか。それを長期的な面で考え取

り組んでいくことも必要だと考えている。 

前回提言された中小企業振興会議の内容等は短期的な内

容として取り組むものとしてよいと思うが、教育の部分

や人口の問題となると短期ではできないことなので、２

０年３０年５０年先を見据えた上での計画を立てて、少

しずつ進めていくことが大事であると考えている。 

片 山 委 員 デジタル活用というテーマをご提案させていただいた。 

新型コロナウイルスに関わらず、IT 等の活用というの

は、かなり前から、国も含めて力を入れてきた部分はあ

るが、やはりコロナ禍になったことでさらにそれが加速

したのは皆さん実感されていることと思われる。ただ、

私ども中央会の職場もそうであったが、中小企業者がす

ぐにリモートやテレワークの部分に着手できなかったの



4 
 

ではないかなという感触がある。今後、デジタル化・デ

ジタル活用については、避けて通れない技術革新の部分

であるし、国の方もデジタル庁として、今後力を入れる

ことを明言している。自治体単位でも中小企業者支援策

として拡充してはどうかということを、私の方からご提

案させていただいた。 

野 村 委 員 私からは具体例として５つ挙げている。 

１つめは「ワーキングママ支援」である。女性が働くこ

とができるように支援はしているものの、実際子どもを

預ける際、預け先と勤め先の始業時間が同じであること

で預けることができず、結果短時間労働を選んでしまう

という方が実際にいる。年末でいうと、２９日はまだ働

いている中小企業があるが、保育所が休みなので子ども

を預けられずに休みを取らなければならない事例もあ

る。そういった部分で職場に遠慮してしまい働きに出ら

れないという声もあったので、少しでも働きやすい環境

を考えてもらえたらと思っている。 

次にグローバル化である。三沢市の一番良いところであ

り、他の市町村と差別化ができる国際交流と部分が、イ

ベント等では周知されているが働く場でもあるという部

分が周知されていない。それもあって海外や県外に行っ

てしまうという部分があるので、沢山英語使う場所があ

るというのをもっと宣伝し、また体験できる場があれば

よいと思っている。 

また、三沢市は日本各地から転勤で人が多くやってくる

場所なので、滞在先である三沢市の良いところのアピー

ル方法として、ポケモン GO を挙げた。実際イベントがあ

ると、中央公園など、沢山の家族連れが見られる。健康

に留意するイベントでもあるので、多額の資金を掛けず

うまく活用できればよい。同じようにマンホールの蓋カ

ード等も周知の手段となると思っている。 

次に「若年者の定着支援事業」である。就職しても新入

社員が１名だけであると、新入社員同士で話すというこ

とができない。事例としてリクルートさんの「就域」と
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いうのを挙げているが、各社新入社員が１名ずつであっ

ても、三沢市で毎月会議や研修があれば、新人同士であ

る程度思いを交流できる場所となり、もう少し定着に繋

がっていくのではないか。 

ICT については先ほど片山委員からも話があったが、な

かなか遅れているというのもある。最初 ICT というのは

働き方という部分にも特化はしていたが、今このコロナ

禍でそれがすごく加速化している。他の委員の方の意見

も絡めながらどんどん進めていかなければならない分野

であると思っている。 

オブザーバー １点お聞きしたい。２つ目のグローバル化のところで、

三沢の特色を生かした仕事として、英語を使ったものが

あるということがなかなか周知されていないという部分

に非常に興味がある。米軍があるのでその関係もあると

は思うが、具体的にどんな内容の三沢ならではの事例が

あるのか教えていただきたい。 

野 村 委 員 米軍基地の中はひとつの街になっている。学校や商店が

あり、日本人でも働ける場所がある。私たちは建設業な

ので、中の工事に入るにあたって、管理棟の方は外国人

なので日本語ができず、間に通訳の人に入っていただい

て色々な会議をしている。非常に多くの通訳・翻訳業務

があるが、なかなか周知されていない。また、携帯ショ

ップがあるので、中の在日米軍の方に携帯電話を販売す

るためにはやはり英会話が必要で、それは別に難しい図

面が言えなくても日常会話ができればよい。そのような

仕事が三沢だったら沢山あるというのがなかなか知られ

ていない。 

前 田 会 長 次、附田委員、お願いします。 

附 田 委 員 新型コロナウイルス対策は色々日本全国で進んでおりま

すので特に申し上げることはないが、人口問題に関して

は、前回データがあったように、2017 年、2018 年、社会

減が大きく減少した要因について非常に興味がある。そ

の部分をもう少し分析して、中小企業でできることは何

かというのを編み出す作業があればよい。 
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前 田 会 長 保坂委員の意見票について、本日保坂委員は遅れてくる

とのことですので、事務局からお願いします。 

事 務 局 大きく分けて３点の課題と対応をいただいている。 

一点目が、三沢市における高校卒業後の進路についてで

ある。地元の高校を卒業した後の進路が、進学で市外に

出るか就職というようになっているため、市内での進学

という選択肢を設けられないか、というような内容であ

る。対応策としては、専門学校の誘致、あるいはサテラ

イト教室の開設などを挙げている。 

２点目では、片山委員や野村委員の意見と近い内容であ

るが、デジタル化を含めたコロナ禍における働き方の見

直しについてである。コロナ禍に限らず、これからの地

方では働き手の確保が難しくなるので、さらなる生産性

の向上が求められているとの課題を示している。このコ

ロナ禍をきっかけに、DX、デジタル技術による業務やビ

ジネスの変革、あるいは BCP、事業継続計画、こちらの浸

透を進めて、三沢市全体で働き方改革に取り組んではど

うかとの対応策を示している。 

３点目について、三沢市の産業全体が、基地関連や原燃

関連に依存していることを課題としている。今後は周辺

地域との連携を強化するなどして産業振興への新しい発

想力を養っていくのはどうか、との対応策をいただいて

いる。 

前 田 会 長 ただ今の内容について何かご意見はあるか。 

田村（修）委員  １点目の「若者の定着促進」という部分で、三沢市の場

合高校卒業後の進路が地元就職しかない、という現状。

選択肢を広げる、大学や専門学校の誘致ができないかと

いう視点だが、かなり私自身興味を持った。若い人材を

流出させないという点ではひとつの手段となると思われ

る。大学・専門学校の誘致がどれほどの高いハードルな

のか、あるいは時間がかかるのか分からないが、むつ市

において、短大が誘致され、さらに２年後には４年制の

大学がくるという報道もある。もちろん三沢市の場合は

八戸市や青森市に通学できるというような立地条件であ
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り、むつ市とは前提条件が違うが、中小企業の振興に貢

献できるという知識や技能を身につけられるような学校

が誘致できないか、将来的に考えてもよいのではないか。 

事 務 局 大学に関しての構想というのは前々からあり、可能か不

可能かも含めて、今後検討したいと思っている。 

前 田 会 長 次に笹委員、お願いします。 

事 務 局 本日欠席である笹委員の意見票のご説明を代わってさせ

ていただく。 

意見内容としては、新しい生活様式に対応するための事

業者の課題があるということである。それに対する新た

な事業計画の策定、経営計画の見直しへのサポート、あ

るいはコンサルタント等に係るコストに関する支援を検

討してはどうかということを対応策として挙げている。 

前 田 会 長 村松委員、よろしくお願いします。 

村 松 委 員 私は三沢市に赴任して４年目になる。三沢市に来て感じ

ることは、非常に住みやすい。海産物も非常においしい。

青森県内では中規模になり、八戸市も近いし、飲食街も

充実している。やはり原燃さんが近いというのもあるが、

非常に出張者が多い。私も東京にいたころからよく三沢

市のホテルに泊まりにきていて、コロナ禍前はなかなか

ホテルが取れず、「いつまでこんな状態なのか」と聞くと

「この辺は常にこんな状態です」と。このようなことも

あり、三沢市だけというわけではなく、周辺の地域も含

めてコロナ禍の後活性化できるような支援策が必要かと

思われる。星野リゾートの観光客も、海外からの方も非

常に多くて、観光の拠点として、三沢市から色々なとこ

ろに観光客が派生していくのではと思っている。 

もう一点、先ほど女性の育児負担という点でワーキング

ママ支援があったが、当社も非常に小さいお子様をお持

ちの女性の勤務者が多く、今回もやはり年末、私どもは

２９日まで稼働するが、学校側が休みに入るので、そう

いう方から申し出があり、出勤時間を遅らせる等の対応

もしている。是非淋代地区、細谷工業団地の辺りに保育

所や託児所があればありがたい。 



8 
 

前 田 会 長 この発言について、何かある方は発言願います。 

野 村 委 員 先ほどのホテルの話を聞いて思い浮かんだのだが、ひと

つのホテルだけだと乗客が集まらないとしても、何軒か

のホテルを回って乗客を拾い、その後観光地を回るとい

うようなバスはあるか。 

月 舘 委 員 交通アクセスの主要である、三沢駅、空港を経由して市

街地を回る観光用のバスとして運行している。 

野 村 委 員 ホテルに行って乗客を拾うというのも手ではないか。そ

うすると、ホテルの方にも三沢市をアピールできるし、

飛行機の時間まで少しあるが航空科学館くらいだったら

行けるというとき、バスが巡回していたらとてもよい。 

そういうのもコースに組み込めばさらに活性化という

か、観光アピールになると思っている。 

月 舘 委 員 実施主体としてはおおぞら広場の指定管理者として実施

し、一部予算については市から助成を受けている。今の

お話のとおりのものが実践できればよいが、現状はある

予算の範疇でやっているので、そこまでには至っていな

い。 

ただ一応主要な市内観光の取組みというところでは一通

りのところは網羅している。今後ご意見を参考に検討し

ていきたい。市の方にも併せて要請したい。 

事 務 局 今の月舘委員のおっしゃったバスというのが、旧古牧温

泉から出ている。そこからスカイプラザや空港、主要な

施設、航空科学館、寺山修司記念館の方まで、一日３便

回っている。 

ホテルで停まるという話だが、市内のビジネスホテルは

観光客ではなく、ビジネス客がとても多い。今後観光客

が増えるようであれば、検討したい。 

前 田 会 長 次に新井山委員、お願いします。 

新 井 山 委 員 私からは二点、提案させていただいた。 

まず、事業承継である。これは国の方でも重要な課題と

して取り組んでおり、県の方でも支援に力を入れつつ進

めていこうとしている。 

事業承継について、うまくバトンタッチするには５年１
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０年という長い期間が必要だと言われているが、なかな

か進んでいないというのが現状である。我々も事業承継

の調査をしているが、なかなか進まない。事業承継サポ

ートセンターといった団体もあるので、三沢市としても

体制を検討したらどうか。また国の方で、事業承継補助

金というものがあるが、新しい取り組みが必要な補助金

なので、なかなか使いづらい。市独自の補助金、助成金

等を設けることも検討してはどうか。 

もう一点、まちづくりに関して、現在一方通行のアーケ

ード撤去工事が進んでいる。撤去工事が終わると、一方

通行の規制解除も検討される報道もなされているが、実

際、特に大町銀座商店街は、シャッター街であるのが現

状。そこで、三沢市の方で行っている空き店舗改装補助

金について、この補助金を利用する方は非常にエネルギ

ーを持った事業者であると思われる。こういう方が市内

に点々とするよりは、一方通行に集約し、エネルギーを

持った方が集まることで、一方通行、大町銀座にもまた

活気が生まれるのではないか。これが３年５年と続いて

いくと、商店街の表情もだいぶ変わり、ひいては中心市

街地の活性化にも繋がっていくのではないか。 

野 村 委 員 空き店舗の補助金に関して、空き家の取り壊しはあるが

空き店舗の取り壊しがない。一方通行はやはり昔ながら

の商店街であり、未だに解体されていない商店が多い。

古い建物には暗いイメージもある。取り壊さない原因と

して、費用面の問題や、壊した際にアスベストが出たら

どうしようということで二の足を踏んでいるところも実

際にある。例えば、補助金の枠を広げて、空き家だけで

なく空き店舗も取り壊しの対象にするなど、あとは広報

広聴課で行っている市民提案事業のところで、いろんな

イベントをするに当たって空き店舗を利用するというも

のがあるのでそれに利用してもいい。新規事業が今のご

時世難しいのであれば、三沢市で空き店舗を借り、持ち

主は三沢市から家賃収入を得る、三沢市はその提案事業

の中で、３ヵ月だけ期間限定で店舗出すということもで
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きる。また、テレワークではないが Wi－Fi 環境がある貸

ブースや貸事務所等、仕事ができる環境を求めている人

が非常に多い。三沢市の駅は朝７時から夜７時までしか

使えない。仕事前に仕事したいとか、仕事が終わってか

ら少ししたい人もいる。特に三沢は市外から来ている人

も多くいるので、シェアオフィスのようなものを三沢市

で提供することも検討してはどうかと思っている。 

事 務 局 Wi－Fi 環境を整備してちょっとした仕事をできるよう

にということで、駅の方は Wi－Fi 環境が整備されてい

る。 

当市の方では「ワーケーション」というのも検討してい

る。我々が検討している小川原湖の湖畔の方にあるログ

ハウスには、Wi－Fi 環境が整備されていない。整備する

にあたって大体 430 万ほどの費用がかかる。当然 Wi－Fi

環境は必要な整備だというのは我々も十分認識してい

る。ただそこは今財政の方と協議している状況である。 

前 田 会 長 ありがとうございました。中村委員何かありませんか。 

中 村 委 員 野村委員のご意見の中で、若い方の就職した後定着させ

るための試みは印象に残っている。中小企業者の場合、

採用されても同期がいないということがある。ある程度

の組織であれば同期会や研修を行い、上司の愚痴も言っ

たりしながら、抜くところは抜いて成長していくことが

できるが、三沢の中小企業の場合、なかなか新採用され

た方は孤立しがちである。こういう試みに対して知恵を

出して、費用もそれほどかからないような催しや仕組み

を作ることは非常におもしろいのではないか。 

田村（修）委員  先ほどの質問に加えてもう一点、働き方改革に取り組む

のはどうかという話をされていたかと思ったので、それ

について。 

地元企業への定着という部分で、職場環境の改善ややり

がいの創出といった話があったが、職場環境の改善とな

ると、やはり若い人の敬遠しがちな長時間労働だとか、

有給が取得できないといったことを是正していくという

ところが大事である。時間外労働の上限規制や、有給休
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暇の付与の義務化というところで法整備されたが、国が

掲げている働き方改革も中小企業にも浸透させていくこ

とが、職場環境の改善を図る上で大きなポイントである。 

今後若者だけでなくて高齢者、外国人誰でも働きやすい

職場環境を整備し、職場環境を整備することによって生

産性を上げ、賃金の引上げに繋がる。これを働き方改革

の大きなテーマとしているので、このことを地元企業の

方々に浸透させていくことを、市としても取り組んでほ

しい。 

前 田 会 長 ありがとうございました。続いて花田委員。 

花 田 委 員 野村委員の挙げた「ワーキングママ支援」にスポットを

当てた話であるが、我が社でも今、産休明けの若い社員

がいる。子どもを預ける場合は 9 時以降でなければなら

ないとか、場合によってはお昼までしか預けられないと

いったことがあり、彼女の場合は、実家が三沢市にある

ので祖父母がお世話できる環境であったが、そうではな

い方の場合、大変な問題になる。三沢市で働いていただ

く方を増やすために、我々企業側もそういった環境を整

えるという意味で、就業規則といったルールを作ってい

るが、このような現状に対してのバックアップ等に取り

組んでいかなければと思っていた。 

札幌と厚木に私の娘が嫁いでおり、そこでは、生まれて

から 1 年間、紙おむつの無料支給を行っている。やはり

預ける上では、そのようなことでも助かると思われる。

あとは我々企業側でそのような環境づくりができるよう

に取り組んでいく必要がある。 

前 田 会 長 次に案件(2)三沢市の現状分析についてのその①人口分

析・産業分析について事務局より説明願いたい。 

事 務 局 （案件(2)①について説明） 

前 田 会 長 只今、三沢市の現状分析について事務局から説明があっ

た。月舘委員から順にご意見願いたい。 

月 館 委 員 最大の問題は人口減少が懸念されているということであ

る。三沢市は全般的に、人口減少が 10 市の中では少ない

という状況は非常に幸いである。ただ、このまま放置し
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ていればこのまま加速度的に人口減少が進んでしまうと

いう懸念は抱いている。先ほどの稲川委員からの意見に

もあったとおり、特に昨今の新型コロナウイルスの影響

もあって、人との交流の場面が少なくなった、つまり人

と人との直接的なコミュニケーションが通常時に比べ、

少なくなってしまったことが要因であろうと推測する。

地方は特に、コミュニケーション不足が人口減少の一つ

の大きな要因であろうと考えている。今人口減少対策と

一緒によく出る話として、ブライダル・結婚の機会を設

けようというものがある。それも確かにあるが、地域と

して住みやすい環境、お隣同士の付き合い等を含めた地

域内でのコミュニケーションをより多くとる活動自体が

肝要である。中小企業とは、直接的なかかわりはないか

もしれないが、その根幹を考えていければなと思ってい

る。働き手にとっても、地域コミュニケーションが取れ

れば、住みよく感じられる。住みよければ子育てもしや

すくなるので、そういった全体的な環境が少なからず人

口減少の歯止めになるのではないかなと思っている。 

久 保 委 員 私も月舘委員が言っているものと同じように感じてい

る。実際人口が増えるか増えないかは、女性が子どもを

産むか産まないかであるので、女性が産みやすい環境を

作る必要があると思われる。今各企業で女性活躍等が進

んでいるが、子どもを保育園に預けるのも大変だったり、

出社する時間も大変だったりと、そういった「大変さ」

があり、産もうという考えがなくなる。例えば育休で 1

年お休みしたから申し訳ないなという気持ちがあるので

2 人目はやめておこう、といった考えが少しずつ広がっ

ていっているので、人口が増えていかないのかなと思っ

ている。実際に人口が増えている村や町は、コミュニケ

ーションが取れていて隣の人に頼るとか、分からないこ

とを近所の人に聞ける等の安心感があって子どもを産め

る環境になっているのではないかと思っている。そうい

った部分で何かやれることはないか、時間がかかっても

何らかの取り組みを行っていくことが必要である。 
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新 井 山 委 員 月舘委員と同じ意見になるが、事業所の減少や需要が減

少するという根本的な理由は人口減少につながってきて

いると思われる。三沢市は出生率が高いとされているが、

県や日本でもトップリーダーとなるような、切れ目のな

い支援ができればよいと思っている。先ほどの女性の働

きやすさに関する内容も、教育の部分を充実させること

も、これから色々な支援や取組が必要になっていく。出

生率が上がってこないと、UI ターンを考えてもただのパ

イの取り合いとなる。日本人が日本人を取り合っても仕

方がないので、出生率を上げるということが非常に大き

い課題である。日本の中でも三沢市がトップを引っ張っ

ていけるようなまちになれればいいと思っている。 

野 村 委 員 三沢市がトップを取れればいいという話があったが、例

えば各市町村でいろいろな事業をやっていても、それが

周知されるのがなかなか難しい。今、県独自で健康施策

等の取組をしているが、それは経産省の方で、青森県は

このようなことをしているとアピールしてくれている。

三沢市でもまちに特化した仕組みを作り、これを挙げて

もらえると、日本の中でも三沢市というまちがアピール

できると感じている。 

附 田 委 員 三沢市の宿泊業と飲食サービス業の比率が高いというこ

とを初めて知った。そうすると、今回の新型コロナウイ

ルスによる影響も、三沢市が一番ダメージも大きいとい

うことにもなろうかと思われる。 

実は今我々の建設業の分野にも Amazon 等が入ってきて

いて、建設業専門の Amazon の商品が送られてきている状

況である。基地の産業にも物流として入ってきているよ

うな状況になりつつあり、我々のように直接人を動かし

て仕事をする会社にとってはそうでもないが、物流関連

などは大きな影響を受けていると感じている。これに関

しては人口の問題ではなく、グローバルの波にどんどん

押されている状況である。過去のデータの話ではなく、

今後の事業形態の変更（企業や業態としての在り方の変

容）を行政の主導をもってやっていかなければならない。
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また、５G の話が出ているが、使う場所がないという状況

である。今後三沢市の周辺に５G の通信網がいつ頃実現

可能なのか、それによってどういうようなビジネスが出

てくるのかといった未来像を語ってもよろしいのではな

いか。それを語ることによって若い人がどんどん参入す

る機会ができる。 

片 山 委 員 人口減少は三沢市だけで何とかできるものではなく、日

本全体でも課題として大きなものである。とはいえ、こ

のような状況に立ち向かっていかなければならない。

様々な年代の方がいる中で、やはり若い方が地元に残っ

ていただくことにポイントがあり、その方々が家庭をも

ち、親と続いていくわけなので、この豊かなまちで育っ

た子どもたちを県外に出してしまって、東京や大阪で働

くということではなく、今新型コロナウイルスの関係で

地方に目が向いているわけなので、何とか三沢市に残っ

ていただくために、親含め家庭や学校で、本音で話し合

う場を設けてもらえると、若い方々が、三沢市に魅力を

持つきっかけになるのではないか。若い方々は三沢市に

とって貴重な人材なので、過保護にはしたくないが、大

切に三沢市に残したいという思いを我々も発信していき

たい。 

中 村 委 員 23 ページに観光客の情報が出ているが、三沢市に限らず

青森県全体でインバウンドなどの観光客が入ってくるこ

とで商売をしている方がいて、かなりの経済規模である。

久保委員から、短期的に取り組むことと長い年月をかけ

て取り組むことという話があったが、例えば観光という

切り口でいくと、あと 1 年はコロナの影響は続くのかな

と思っている。新型コロナウイルスの流行が収束した時

点で考えるのではなく、収束したあとを想定して、どう

いった施策を打っていくかという視点が必要。優先順位

の話は当然あるが、今できることを、収束してからスタ

ートできる施策や考え方を見据えながら取り組むことが

できればと考えている。 

村 松 委 員 人口減少は三沢市に限ったことではなく、今後も日本の
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人口は減ってくると思っている。物価の面でも子育てす

るには厳しい環境が続いた。生涯未婚率も年々上がって、

結婚しない人が増えており、前のデータですと、男性で

25%、女性で 15%くらいは 50 歳くらいまでに一回も結婚

したことがないというデータも発表されている。そうな

ると、人口を増やすことはなかなか難しい。子育てをし

やすい環境にしなければいけないのだろうと思っている

が、フランスでは 20 歳くらいまでの学校授業料免除とい

った施策で出生率が増えたといった話がある。思い切っ

た施策をしないと人口減少には歯止めはかからないと個

人的には思っている。 

インバウンドとは異なるが、当社も外国人の実習生を 4

年前から受け入れており、会社全体では 80 数名、三沢だ

けでも今 24，5 名いる。当社だけでなく、今は農家、養

豚業でも、ベトナム人が多いが、そのような方を受け入

れていかないと、日本の第一次産業には人が来ない。当

社も毎年募集をかけているが、高校生はなかなか採用す

るのは難しい。来年新卒の方を採用するためにもう 2 次

募集までしているが、なかなか定員まで集まらない。今

後、どちらかというと IT 関連の会社を希望する方々が多

いという気がしている。我々のように肉体労働が多いよ

うなところは敬遠されがちなので、人材確保の面では、

今後は海外の方にどうやって日本を選んでいただけるか

ということが課題である。 

田村（修）委員  新卒者の確保については、我々も学校を回って話をして

いるが、なかなか難しい状況である。まだまだ地元企業

のことを生徒に伝えることができていない状況なので、

ハローワークとしても各学校を回って伝えていきたい。

先ほど附田委員から、三沢は飲食と宿泊が多く、その分

コロナの影響も多く受けたという話があったが、コロナ

の影響を受けて雇用調整助成金を活用した会社が全部で

69 社あり、このうち多いのが飲食サービス業であるが、

宿泊業の方は 4 件程度であった。割合の大きさの割には、

三沢市の場合さほど影響は受けていなかったと思ってい
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る。三沢市は観光客が八戸・弘前よりも多いという状況

にありながら、こういったダメージが少なかった要因は

どこにあるのかという点を深めていきたい。 

オブザーバー 地元の高校生にいかに地元で働いていただけるかが重要

かと思うが、今の就職を控えた高校生の志向はどのよう

なものであると受け止めているか。例えば業種なのか、

それとも都会に住みたい・働きたいという意向が強いの

か、その点で地域企業の皆さまの対応策が変わってくる

と思っている。もしその辺がお分かりでしたらお教え願

いたい。 

田村（修）委員  毎年ハローワークでは、卒業して就職した方々にアンケ

ートをとっている。回収率が悪く本来の数値かどうかわ

からないが、決して地元志向が少ないわけではなく、地

元に自分の希望にあったものがあれば就職したいという

意向が強い。今の求人の内容で重要視している点が、自

分の時間が持てるかどうかという点である。やはり長時

間労働だと敬遠したいとか、休日が不安定だと避けたい

といった傾向が強い。あとは、人間関係で苦慮する場合

が多いが、意外と相談相手はいるといった結果が出てお

り、相談はできているが、実際の職場のコミュニケーシ

ョンの部分で難があれば、離職に至ってしまうというこ

とだと思っている。地元志向が決してないわけではなく、

生徒の希望に沿った受け皿があれば、十分残ってくれる

と思っている。就職という選択肢しかないというご意見

があったが、大学の誘致が難しいのであれば、専門学校

など、地元の企業に根差したものなどを検討されてもい

いのではないか。 

オブザーバー 今のアンケートは地元に就職された方だけなのか、それ

とも全体か。 

田村（修）委員  三沢管内の高校を卒業して地元企業に就職した生徒を対

象にしている。 

久 保 委 員 2 年くらい前に、十和田工業の 1，2 年生と話をする機会

があり、地元にもこういった電器屋さんがあるといった

話をした。その時に聞いた生徒の意見では、ほとんどが
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都会に行きたいとのものであった。行きたいという思い

は変えられないと思っている。そこから帰ってきたとき

にこういった企業があればいいという話になればと思っ

ている。あと、うちも求人を出しているが、求職してい

る方が、ここの企業の中仕事と外仕事の割合はどうかと

いう聞き方をするようである。外７で中３だと答えると、

じゃあいいですという風になってしまう。外で仕事をし

たくないようで、それは早く仕事から帰るということが

目的になっていて、働くにあたっての人生の目標のよう

なものがないから、そういったところに目的を置いてし

まうのかなと思っている。子どもたちが夢を持てるよう

な教育が必要だと思っている。 

花 田 委 員 高卒採用はここ 3 年くらいはとっておらず、話を聞いて

みるとやはり中央の方に行きたいといった話があった。

給料の面でも地元とは差があるので、その点も非常にあ

るような気がしている。働きがいをもった仕事をしまし

ょうと声高に言っているが、なかなか高校生では出てこ

ない現状である。人口減の話で、三沢市は減少率が低い

との話だが、いずれにしろ減少している。それをプラス

にもっていくために、我々企業とすれば雇用の面が大き

い。先ほど新井山委員の話に、UIJ ターンも大事だが、同

じパイを取り合ってどうするのかというものもあり、ま

ずは何とか外に出ないようにしたい。全国に例のないよ

うな三沢市独自の取組をできるようになれば面白いと思

っている。それができると、最終的には住みたい、産み

たい、育てたい街になるのではないか。 

稲 川 委 員 三沢市の独自の取組というものは大事だと思う。高校生

に意見を聞くと、一度は東京に出てみたいといった意見

があったが、私が所属している三沢ロータリークラブで

は、家計が苦しくて勉強したくてもお金がない人たちに

奨学金を渡している。その子たちと意見交換をしたとこ

ろ、中には親がいることもあってこの町に就職したいと

いう子もいるが、いざ就職活動をしてみると、やはり三

沢近隣の中小企業の受け皿が狭く、就職したくてもでき
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なかったので仕方なく仙台や東京などに就職することに

なったという方もいた。地元の企業も、地元の求職者を

受け入れられるだけの体力が必要であることと、三沢市

独自の魅力あるまちづくり、魅力ある仕組みづくりをし

て、建物を建ててみたり、未来のビジョンを設計したり

することが魅力あるまちづくりにつながる。建物が建つ

場合は雇用にもつながる。最後の 28 ページにある負のス

パイラルではなく、正のスパイラルをこのまちに巻き起

こしていかなければ進まないのだと痛感した。 

野 村 委 員 人口減少について高校生の話があったが、つい先日、市

内企業が三沢商業で行う講話に出席してきた。三沢に高

校といっても 2 校しかなく、三沢高校は普通高校である

ので、ほとんどが進学である。三沢商業に関しても 3 ク

ラスしかなく、その中でどれだけ就職するのかという話

だが、実は商業も進学が多い。先日の参加者は 2，3 年生

の就職希望者が対象でしたが、100 人にも満たない状況

であり、分母が少ない。新卒の枠は卒業後 3 年まで有効

だが、今は就職して 3 年我慢しろと言われても 1 年で辞

めてしまうことがある。卒業するまでは学校で支援して

くれているが、その後の支援として、1 年で辞めてしまっ

た子は、大学であればフォローしているところもあるよ

うだが、高校はどうなのか。高校生だと特に、親や先生

に言われて仕方なく就職し、結果務まらなかったという

ケースでも、卒業後まだ間もない状態であれば次の就職

先を紹介・斡旋できる場が、職安以外に学校などにもあ

ればいいと思っている。 

奨学金の話で、むつ市で行っている奨学金は、地元事業

者と連携し、地元就職を前提としたものである。先ほど

の英語通訳の話も、人手が足りないので、軍属・奥さん

に来てもらうようにする場合もあるが、転勤するといな

くなってしまうので、英会話や通訳を養成できるような

場があってもよいのではないか。 

人口減少についても、知的障がいの子が増えてきている

と聞いている。今は何かあればすぐに○○症候群といっ
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た病名がついてしまい、そういったレッテルを貼られて

しまうと受けられる学校が限られてきてしまう。今学校

自体はどんどん減っているが、知的障がいの子を受け入

れる学校は足りなくなってきている。七戸や八戸の是川

の学校はもう一杯で、八戸の南高校が対応していると聞

いたことがある。通わせるのも大変なので、学校のある

地域に住むということにもなる。この障がいもずっと続

いていくものであるので、ここの支援を手厚くするとい

うのも一つの案だと考えている。 

資料の中で観光客に関する情報があるが、これはあくま

でも三沢市に宿泊された方ということである。先ほども

宿泊客の多くはビジネスで滞在するという話があった

が、その際にお土産を買う場合があると思う。この宿泊

客が、六ケ所関連の仕事の方が多いということであれば、

そのような方に対してもちょっとした空き時間に買い物

等でお金を落としてもらうということも一つの手ではな

いか。ビジネス滞在だからと言って使わないのではなく、

そのような方々にも何かしら観光のチャンスはあると考

え、可能性を広げていければよい。 

久 保 委 員 13 ページの「将来展望人口」のところで、ひとつめに「減

少の予測」、ふたつめに「対策を進めることにより、仮定

条件で「将来展望人口」を 2060 年 29,835 人と予測」と

あるが、対策というのは今現在進んでいることなのか。 

事 務 局 13 ページの資料の中ほどに、「第２期三沢市まち・ひと・

しごと創生総合戦略」とある。このデータ自体は、人口

減少関連の、三沢市で作った計画書から抜粋したもので

ある。この総合戦略というものは、二章立てになってお

り、第一章が資料に書いてあるような内容で、人口の分

析を行っている「人口ビジョン」、第二章がそれに対する

対策、総合戦略部分というような内容である。この計画

が作られたのは昨年度末、令和２年３月であり、今年度

から公表している内容で、ここに掲げる施策等々を実行

していくということになっている。現在進行形の内容で

ある。 
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久 保 委 員 もうひとつ、その人口減の予測というのは、今回令和２

年ということだが、この何年か前にもしているのか。 

事 務 局 こちらに「第２期」とあり、「第１期」の計画も５年前の

平成 27 年度にあったものである。 

久 保 委 員 ５年前と、今５年後、予測と合っているか。 

事 務 局 この人口の軸になっているのが国勢調査の人口であり、

実際に平成 27 年度の時点で予測できるのは、27 年度の

国勢調査の結果のみであるが、その結果を今見ると、少

しだけ予測よりもよくなっている。ただ、まだ劇的に回

復しているというものではなく、傾向としては大きく変

わってはいない状態である。 

久 保 委 員 予測が違うとなれば、予測の仕方等を変えなければいけ

ないのではないかなと思ったのでお聞きした。 

前 田 会 長 続いて保坂委員。 

保 坂 委 員 まずひとつめ、7 ページ目、「ここ３年間、男女ともに流

出が上回っている」、その中で「女性の方が流出超過の数

が大きい」という話があった。特に「20 代未満及び 20 代

の流出が多い」という部分について教えていただきたい。 

田村委員の方から先ほど、宿泊のところが雇用調整助成

金の使用が思ったほど少ないとあった。多分それは工事

関係者の動きがそこまでインパクトを与えていなかった

可能性があるのではないかと思っている。観光といった

面ではもしかすると宿泊業はダメージを受けているのか

もしれないが、原燃関係の工事は止めることができない

ので、ビジネス、特に工事関係者というところの宿泊が、

そこまで大きなダメージを与えなかったのだと感じてい

る。 

障がいをお持ちのお子様のお母さん、ご家族の方が適し

た環境に移り住むといった事例から考えると、次に可能

性があるのは LGBT の方々。今パートナー制度を導入する

ことで、そういった方々が住みよい街であるということ

で呼び込むといった方法もあるのではないか。 

三沢に高校が２校しかないというところが 20 代の女性

の流出に繋がっているのではないかと推測している。む
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つ市では奨学金の制度だとか、青森大学かどこかのサテ

ライト教室を導入したというのがつい最近テレビで報道

されていた。大学をここに作るというのはかなり資金も

必要であり、当然それに係る教員も集める必要がある。

それであれば、既存のそういった大学と、うまく交流し

ながら、例えば三沢にいながら県外の大学の授業を受け

ることができるとなったら、県外への流出に対する歯止

めのひとつになるのではないか。 

20 代の女性の流出が多いというところの理由が何かあ

ればお知らせ願いたい。 

事 務 局 人口の関係だが、基本的にはやはり進学と就学時点とい

うことで、20 歳前後の段階で流出が多いということは各

地方の小さい市であれば共通することだと思われる。女

性の方が戻ってこないというのは、跡取りの関係も考え

たが、おそらく三沢市の場合は、地域の特性として、自

衛隊の転入が多いということがある。自衛隊となると、

やはり男性の方が多い。ということで、三沢市の場合は

女性より男性の人口が、就職時に戻ってくることが多い

と考えている。 

保 坂 委 員 青森に限らず地方では、女性が流出して結果戻ってこな

いという部分がある。田舎独特の排他的な雰囲気を女性

の方がより強く感じるので、それで地元に戻ってきにく

い、きたくない、というケースもかなり多いという調査

研究もあったので、そういう意味でも、女性の立場とい

う話になってしまうが、女性が働きやすい、生活しやす

い環境を整えてあげるというのが非常に重要かと思う。 

この資料の中で出生率の計が何回か触れられている。20

代から 40 代の前半までが所謂出産適齢期と言われてい

るが、ここのボリュームも今はかなり少なくなっている。

そもそも出産適齢期の女性が少ない中で、一人あたりの

女性が、３人４人産まなければならないのかということ

になると、私ももう出産適齢期を後半にきている人間な

ので、大変心が痛い。もちろん子どもが産まれることは

すごくありがたいし、それを望みたくなる気持ちも分か
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るが、産みたくても産めない人、産まないという選択を

した人、女性にもいろんな人生がある。もうちょっとそ

こを皆さんに考えていただく必要があるのではないかと

個人的には思う。 

前 田 会 長 長根参事から何かお願いします。 

長 根 参 事 皆さんからいただいた貴重なご意見にほぼ共通していた

のが、少子化や、周囲とのコミュニケーションが取れな

い、または希薄なのではないかということであった。そ

れについては、今後我々も対応していかなければならな

いと思っている。 

新井山委員の「事業の継承」という点に大変興味を持っ

た。たまたま先日、県の方で会議があり、2025 年までに

70 歳を超える経営者が全国で約 245 万人となって、内約

半数が後継者未定となるという。後継者がいなくなって、

倒産・廃業等々となってくれば、650 万人の雇用が減少す

る可能性があるということであった。今後は少子化だけ

ではなく、これらの問題・課題も見ながら、中小企業振

興会議をまとめていきたいと思っている。 

前 田 会 長 では、その② 市の取組みについて 事務局より説明願

いたい。 

事 務 局 （案件(2)②について説明） 

前 田 会 長 これで本日の案件はすべて終了した。これをもって、令

和２年度第２回中小企業振興会議を閉会する。 

 


